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～失業率は 年振りの水準に低下～
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・ 労働力調査ベースの英国の失業率は、６月から遡って３ヶ月の移動平均値で ％。前月から

％ポイント低下し、 年２月以来の低水準を記録した。単月の失業率は、新たに計算に加

わった６月値が ％と同一サンプルの３月（ ％）から大きく水準を切り下げた。７月の失

業率が ～ ％の範囲内だと（同一サンプルの４月は ％）、来月の３ヶ月移動平均値は

今月と同じ ％になる。

・ 全産業の週当たり賃金（賞与を含む）は、６月から遡って３ヶ月の移動平均で前年比＋ ％と、

前月の同＋ ％から一段と鈍化。１・２月の同＋ ％を直近ピークに上昇率が鈍化。単月の振

れが大きい賞与の下押しが影響。賞与を除いた賃金は、３ヶ月移動平均値で前月：同＋ ％→

今月：同＋ ％と鈍化したが、単月では前月：同＋ ％→今月：同＋ ％とやや持ち直した。

・ 今月の失業率の低下は、就業者の増加ではなく、労働参加率の低下が主導した。ＢＯＥが想定す

るインフレを加速しない失業率（ ）は ％。今月の計数はこれを下回ったが、今のとこ

ろ賃上げが目立って加速する兆候は確認されない。労働需給の逼迫を背景にＢＯＥは８月初旬に

追加利上げを決定した。今後の利上げは年１回程度の緩やかなペースを想定しているが、今回の

計数はそうした判断を裏付ける内容。
■英国：失業率と失業給付申請件数 ■英国：週当たり賃金・賞与（全産業、前年比）

出所：英国統計局 注：実線は３ヶ月移動平均値 出所：英国統計局

名目

実質

（％）失業給付申請件数（前月差、右）

失業率（左）
（％） （千人）

■英国の失業給付・平均賃金

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

失業率（失業給付、％）

失業給付件数（前月差、千人）
失業率（労働力調査、％） －

（単月の失業率、％） －
就業者数（前月差、千人） －
週当たり賃金（産業計、前年比、％） －

賃金 －
ボーナス －

注：労働力調査基準の失業率、就業者数、週当たり賃金は当月で終わる３ヶ月移動平均　出所：英国統計局




